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高校剣道における糾競り合いの抜本的改善について（通知）   

積肥の件について、全国高体連剣道専門部として平成20年座金罰高校総体（埼玉総体）の各都道府  

県予選より下妃のとおり実施いたします。  

l  各都連府紺こおきましては、下肥のく趣層＞およぴく申し合わせ＞と＜補足事項＞に沿って大会運営  
（審判）を行うとともに、加盟校に対する持導を徹底されますよう通知いたします。  

書己  

＜趣旨＞   

現在、高枚剣道の耽合におし、七拭合時仰の大半を餌競り合いに嚢やしている現状がある。その中で   

不当な糾競り合いや、中途半場な血合いから公明正大さに欠ける試合行為が多く騎乗されている。これ  

を改善するために、①由しい餌競り合いを徹底させる、②拭合時間の大半を「餌競り合いに♯やす拭合  

農開Jから「間合いを取り、対時して攻め合う杭全震開」に変えていく。 

以上の趣旨に基づいて下肥の申し合わせおよび神足■項を策定した。  

＜申し合わせ＞  

1拭合着は、正しい錆磨り食いの攻防から10秒以内に技を出すか、または、相互に間合いを切って硝載   

り合いを解消しなければなぅないふ  

2書判1は、不当な鍔競り合いの「反則Jを胎動こ見極めるとともに、申しい錆競り合いの攻防が10秒程   

度続いた場合、時間空費の「反則」または「分かれJを見極める。・（ただし、安易に「分かれ」をかけな  

い。う  

＜袖足事項＞  

1正しい闘病り合いとは以下に示す内容とするふこれを「正しし澗闇り合いの形Jとして指導を徹底する。   

また、拭合では「正しい鍔競り合いの形」を書判の判定基準とし、この基準からはずれる場合は不当な   

糾競り合いの■反則とする。  

く1）手元が上った♯競り合いにならないようl土し、手元を下げて相互に耕元と鍔元を合わせて竹刀を交   

差させる。（このことを拭合草同士が相互に努力して行うことを前提とする。）  

（2）鋳元で竹刀の表鶴を交差させる。（竹刀は右傾前方に傾ける。）  

（3）憐憫的に裏交差はあり締るが、直後に表錦側での季主にせさなければならない。   

（先に暮交差した者や右♯を体の中心より左側において錦競り合いをする者は反則の対象となる。）  

く4）錆競り合いは、相互l■こ桝元で圧力をかけ合っている状態とする。   

（相手の力を故意に吸収して体を密着させる行為は反則の対象となる。）   



2鋳競り合いの開始は「正しい鍔競り合いの形」に入ったところからとする。（10秒の対象とする。）   

拭合着双方が接触してから「正しい錆競り合いの形」に入るまで、如し、や流れで様々な動きが生じるが  

、そのような試合行為中はまだ閉競り合いとは見なさない。   

ただし、そのような拭合行為をいつまでも鰍ナて技を出さない、または「正しい閉競り合いの形」に入ら   

ない場合は、「時間空費」事たは「不当な餌競り合い」の反則とする。  

3正しい鍔競り合いからの引き技およぴその引き技に対する瞬間的な応じ技は有効打突となり得る。  

4 錆競り合いの解消は次のこ通りとする。  

（1）引き技を出した場合  

明確に剣先が触れない位置まで間合いが切れなくとも、鍔競り合いの解消とする。  

その直後に再度正しい絹競り合いとなった場合はそこから10秒を数える。  

ただし、1本にする意思がなく時間かせぎのように引き技を繰り返すような拭合行為は、イ時間空曹」  

の反則とする。  

また、引き蜂に対して技で応じるわけではなく、間合いを悼めて体を密着させたり坪競り合いに持ち  
込んだりするような試合行為を繰り返す場合は、「時間空兼」の反則とする。  

（2）お互いに間合いを切って解消する場合  

お互いに分かれてi剣先が触れない位置まで間合いが切れた時とする。  

5辟競り合いを解消するた鱒⊥方が分かれようとした場合、お互いに間合いを切うて深く分かれることと   

する。  

（1）分かれる途中の近間、中間で出した捷は有効打突としない。   

ただし、正しい愕触り合いの状態からまさに分かれようとする嘩型に出した捷は有効打乗となり得る。  

（2）お互いに間合いを切ることが椚損であるので、一方が押合いを切ろうとしなければその選手を反則   

とする。  

6．「分かれ」については、主事が高校生レベルのこう青状態と判断せぎるを得ない場合のために、r分か   
れ」を活用する余地を残・した。  

（1）拭合着双方が年しい輯頼り合いで攻防し、分かれようとしているが分かれられない状態と判断せざ  

るを紳ない場合「分かれ」をかける。  

（ただし、分かれようとする努力がなければ反則となるのでそこの見極めを厳軋こ街う必辛がある。） 

（・2）＜申し合わせ＞と＜神足事項＞の1から5までを徹底すれば、試合は活性化し実質的に「分かれ」を  

．かける場面はなくなるはずである。そういう意味で安易に「分かれ」はかけないようたする。 

以上   



【別紙】  

平成20年1月之7日  

（財）全国高体遽剣追手門削  

部長 磯部口墓相  

〔公印省略〕  

r高校剣道における錆恕り合いゐ抜本的改善について（通知）」の内容に関する解脱  

＜申し合わせ＞に関して  

1、く申し合わせ＞－1が今回ゐ鹿本的改書の中核となる。監督（指導者）が趣肯を十分理解し邁手（生徒）に対し  
て鱒lを稚底させることが大前提である。  

2、く申し合わせ＞－2は、＜申し合わせ＞－1で指導した内容を選手（生徒）に正しく守らせ実行させるためlこ行   

う書判の内容である。書判■は書判技術を高め血に裁定するI団結負う。  

8、「鋼棚田合いの境木卵地建速成きせるためには二＜申し合わせ＞－1の「指軋と＜申し合わせ＞－2の「書  

判」を連携、連動させていくことが主事となる。   

そのために、棚を指導する者は排（指導者）の立場と♯判且ゐ立場の一方ゐみに偏ることなく、双方の   

立脚こ立って高校剣道の健全なる発達を図るように努力する必辛がある。  

4、今回の改善策は蝶爛解決のための対処療法である。   

従って、ホ校則遭の槻り合いに関わる現状考今後も分析しながら、＜申し合わせ＞およぴく補足事項＞は申  

年見止し繍こ応じて修正していく必要がある。  

く補足事項＞に関して  

1、正しい釧競り合いについて  

①r正u川織賊り合いの形」を示u熱陣的なイメ「ジの共有を圃った。   

（後日ビデオ等の視聴覚資料を作成し、具体的イメージの共有を徹底させていく。）   

②技を出すための崩しや聞のつくりによって「正しい脚り合いの形」が蛸間附こ変形することはあり得る。   

ただし、そのような試合行為を繰り返すだけで抜を出さ乱＼場合は、暗闇か不当な鍬軌合いの反則とする。   
この舶、その繰り返し中国赦や時間は具体的に定めない。主♯は今回の改書の址軌こ則り判断する。   

③不当な錆競り合いは、10秒の時間と関係なく反則と見なした時点で主♯は試合を中止し合譲を行う。  

2、触り合いの開始と10秒の時間こついて  

①拭合着双方が接触してから、「技も出さない」、「正しい槻り合いの形」にも入扇札＼場合の時間や回数は具体   

的に定めない。ま書l脚の軌＼や「連の流れとして適正か否かで判断する。   

②正しし囁競り合いからの引考捷を高校剣池から消滅させないために10秒程度の時間を保件した。   

③10秒の時間は目安であり、時計等で計測するものではない。従って、書判■は10妙に対する時間鰍をより   

正撒こ古く朗甲tある。また、 

④♯判且は鰍こ10秒を判断するのではなく試合の攻防や流れをよく見極めて、討冶庵抽巧lき技を出そうとす  

るか、または分かれようとする場合は、10秒程度の裁暮の中で試合をそのまま流すかまたは合識をかけるか  

を判断する。   

この場合の合議は、時間空費の反則か否かを判定するものである。－（不当な錦軌合し・＼の反則か否か中台譲  

は、10秒の時間と関係なく反則と見なした時点で主事は合識をかける。）   



〇、錦競り合いの解消について   

①お互いに仰合し嗜切って解消する場合、相手の竹刀を嘉錮控制しながら間合いを切ることはあり粗   

②触り合いを解消するために分かれようとする拭合行為は、「正しい織り合いの形」に入ってから10秒程度に  

、．至るまでのどの時点でもよい。   

③お乱lに呼吸を合わせて渾く分かれる土とが腑撫である。  

従って、このⅦ合いを切ろうとしている途中の近間、中間から前に出て肌合いをつめたり、止まったり、竹刀を巻  

いて竹刀落としをねらうなどの拭合行為は反則とする。   

④r正しい織り創、の状蜘、らまさに分かれようとする由切に出した技は有如丁突となり縛る。Jということは、鍔   

肌合いを解消するためI；分かれようとする時は気を抜かず、油断しなし■、で相手を制しながら分かれなければ  
ならないということになる。  

また一方では、分かれようとするその瞬間を引き技の好機として保件した。   

⑤ライン際近くで分かれる場合、ライン際の醸合着は回り込むなどし七場外に出なし嘲鹿自分の責任においてと  

ることとする。ライン際の拭倉掛ま考lかず、相手が一方的に引かなければならないということではない。  

以上   




